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第 5 章では，制約条件保持手法に関し，レンズ設計分野で未検討であった準 Newton 法と乗数法を適用するための
定式化を行うとともに，従来用いられてきた Penalty 関数法と Lagrange 未定乗数法に数値計算上の工夫を加えてい
る。そしてこれら 4 手法の能力比較実験を行うとともに，実際の設計問題で乗数法が Penalty 関数法より効果があるこ
とを示している。




















(4) 従来のレンズ自動設計で未採用であった 2 つの制約条件保持手法を適用し，従来手法と比較して優位差を定量的
に検証している。これにより，レンズ自動設計機能において，制約条件をより厳密にかつ効率良く保持することを
可能としている。
(5) 従来のレンズ自動設計で未採用であった多目的計画法の新たなアプローチを適用し，重み付けの自動化と局所解
からの脱出が可能であることを定量的に検証している。これにより，従来多大な試行錯誤を要していた各評価関数
に対する適切な重み付け作業時間を大幅に短縮し実用性向上に寄与している。
(6) 個々の評価関数を個別に満足する解曲線分布を探索することにより複数の最適解を検出する新たな手法を提案
し，その効果を幾つかのレンズ設計問題に適用してその効果を確認している。これにより実用性の高い複数解探索
機能を実現している。
以上のように，本論文は従来のレンズ自動設計機能の著しい性能向上を実現するとともに，新たな数学的アルゴリ
ズムを適用することによって，より実用性の高い大域的最適化レンズ自動設計機能の実現に成功しており，光学のみ
ならず最適化手法を必要とする学術分野の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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